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21世紀元年「知恵と工夫を」

チッソ旭肥料株式会社

副社長柴田 勝

21世紀元年を迎え 例年になく心改まるお気持

ちで新年をお迎えのことと思います。

読者の皆様方におかれましては，本年が実り多

~)一年になりますよう心よりお祈り申し上げます 。

昨年の日本経済は緩やかな回復基調にあると報

じられておりましたが 倒産件数に見られるよう

に決して安定領域にはないと認識せざるを得ない

感があります。昭和49年オイルショック時と同等

の重油価格になっても円高のおかげで危機感は迫

ってきませんが 日本経済は相当不安定な状況に

あると思われます。経済の再生が着実に進むこと

を期待するものです。

さて，昨年施行された「新農業基本法jに基づ

き平成22年に「食糧自給率」を45%に向上させる

指針は具体的に麦や大豆などの転作が増加するな

ど目標に向かつて第一歩を踏み出しました。 しか

し農業生産環境に目をやれば お米が豊作だった

ことから今年も水田減反が拡大され110万haに達

すること，セーフガード発令の要請が検討される

ほどの生鮮野菜類の輸入が拡大し，水稲・畑作と

も作付け面積の減少が必至と見られる厳しい情勢

が続いております 。肥料需要環境も循環型農業の

移行も加わり，引き続き厳しい一年になるものと

予想されます。

これまで弊社は肥効調節型被覆肥料 iLPコー

ト⑮ Jiロング⑮J，化学的緩効性肥料 iCDU⑮J， 

泡状高度化成「あさひポーラス⑮ J，園芸床土
「与作⑮ J，打ち込み肥料「グリーンパイル⑧」な
どを開発し，皆様方のご支援，ご要望を頂戴しな

がら特徴ある商品として育ててまいりました。今

年はこれらの商品を一層リファインすると共に農

業をめぐる新しい施策の展開や需要環境の変化は

新しい技術を生み出す機会でもあると考えて，新

商品開発に取り組む元年にしたいものと決意して

おります。

「農業と科学」は皆様方のご支援のおかげで昨

年発行30年を迎えました。新しい情報伝達の仕組

みができあがろうとする 1T元年にのぞみ ，編集

内容を一層充実させるべく工夫してまいりたいと

願っております。皆様方からのご投稿，ご意見，

ご批判をいただきながら進めてまいりますので，

本年もよろしくご愛読いただきますようお願い申

し上げます。
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